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なかとんべつ町議会だより１９９号 ２

第３回
定例会
第３回
定例会

　７月２８日に開催された第２回臨時会の町長の行政報告におい
て、平成２９年度普通交付税が前年度と比較して３億６千８３万
６千円減の１６億４千２４４万円となったことが報告されました。
その主な要因としては、基準財政収入額の市町村民税法人税割の
算定誤りにより、約２億５千７００万円が減少となったものです。
　今回過少となった交付税については、翌年度以降に錯誤措置額
として交付さる見込みで、不足額については財政調整基金で対応
すると説明がありました。
　平成２９年第３回定例会が、９月６日から８日まで３日間の会
期で開かれました。
　初日の報告で「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」
（財政健全化法）に基づく健全化判断比率では、本町は平成２８
年度決算で実質公債費率が２.６％（健全化判断基準２５.０％）と
なり、着実に財政健全化が進んでいます。また、資金不足比率等
の報告では、いずれの会計も資金不足が生じておらず、資金不足
比率は算定されないと報告がありました。
　一般質問では、通告順に４議員が、本町が抱える諸問題につい
て、町長に所見を質しました。
　平成２８年度一般会計ほか７会計の決算は、全議員で構成する
「決算審査特別委員会」（佐藤奈緒委員長）に付託され、会期中
に審査を行いすべて認定されました。
　日程の最後には、「林業・木材産業の成長産業化に向けた施策
の充実・強化を求める意見書」、「軽油引取税の課税免除特例措
置の継続を求める意見書」、「全国森林環境税の創設に関する意
見書」を発議し、全会一致で可決されました。

町
内
自
治
会
の
再
編
成
、
教
員
の
多
忙
対
策
、
社
会
教
育
の
現
状

　

イ
ベ
ン
ト
用
備
品
の
更
新
、
長
寿
園
増
改
築
工
事
の
問
題
点
は

　
　
　
　

普
通
交
付
税
の
算
定
誤
り
な
ど
、
４
議
員
が
一
般
質
問
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第３回定例会で
　　　　決まりました
第３回定例会で
　　　　決まりました

　
同
意
第
10
号
　
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
同
意

　

10
月
31
日
に
任
期
満
了
を
迎
え
る
教
育
委
員
の

人
事
案
に
つ
い
て
、
木
内
彰
氏
の
再
任
に
全
会
一

致
で
同
意
し
ま
し
た
。

　

任
期　

平
成
29
年
11
月
１
日
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
33
年
10
月
31
日

　
議
案
第
39
号
　
妊
婦
健
康
診
査
等
の
助
成
に
関

　
す
る
条
例
（
一
部
改
正
）

　

妊
婦
一
般
健
康
診
査
の
回
数
を
、
現
行
の
14
回

以
内
か
ら
16
回
以
内
に
、
ま
た
超
音
波
検
査
の
受

診
回
数
を
６
回
か
ら
８
回
に
増
や
す
も
の
で
、
さ

ら
な
る
妊
婦
の
健
康
保
持
と
健
や
か
な
出
産
を
支

援
し
、
安
心
し
て
子
供
を
産
む
こ
と
が
で
き
る
環

境
づ
く
り
を
推
進
す
る
も
の
。

　
議
案
第
40
号
　
北
海
道
市
町
村
職
員
退
職
手
当

　
組
合
規
約
の
変
更

　
議
案
第
41
号
　
北
海
道
市
町
村
総
合
事
務
組
合

　
規
約
の
変
更

　
議
案
第
42
号
　
北
海
道
町
村
議
会
議
員
公
務
災

　
害
補
償
等
組
合
規
約
の
変
更

　

議
案
第
40
号
か
ら
第
42
号
は
、
構
成
団
体
の
事

務
の
追
加
に
よ
る
名
称
変
更
と
、
脱
退
に
伴
う
名

称
変
更
に
よ
る
も
の
。

　
議
案
第
43
号
　
一
般
会
計
補
正
予
算

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
額
に
そ
れ
ぞ
れ
３
千
１

０
１
万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
の
総
額
は
34
億

６
千
９
１
７
万
円
に
。

　

歳
出
で
は
、
過
疎
対
策
事
業
債
の
交
付
決
定
に

よ
り
追
加
計
上
さ
れ
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
施

設
整
備
助
成
金
２
千
５
０
０
万
円
、
在
宅
老
人
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業
補
助
金
１
１
９

万
円
、
平
成
28
年
度
障
が
い
者
自
立
支
援
給
付
費

道
費
精
算
に
伴
う
返
還
金
２
１
６
万
円
（
民
生
費
）、

商
工
業
振
興
支
援
事
業
補
助
金
２
０
０
万
円
（
商

工
費
）
、
西
団
地
公
営
住
宅
外
壁
改
修
工
事
４
０

０
万
円
（
土
木
費
）
な
ど
を
追
加
し
、
事
業
実
績

の
見
込
み
か
ら
後
期
高
齢
者
見
舞
金
助
成
負
担
金

１
４
０
万
円
（
民
生
費
）
、
住
宅
建
設
促
進
助
成

金
１
２
０
万
、
危
険
廃
屋
解
体
撤
去
助
成
事
業
１

０
０
万
円
（
土
木
費
）
な
ど
を
減
額
す
る
も
の
。

　
議
案
第
44
号
　
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

　
補
正
予
算

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
額
に
そ
れ
ぞ
れ
２
千
６

０
４
万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
の
総
額
は
２
億

９
千
８
３
６
万
円
に
。

　

歳
出
で
は
、
平
成
30
年
度
か
ら
の
制
度
改
正
に

伴
う
市
町
村
事
務
処
理
シ
ス
テ
ム
導
入
委
託
料
２

千
５
７
５
万
円
、
平
成
28
年
度
退
職
医
療
交
付
金

精
算
に
伴
う
返
還
金
22
万
円
な
ど
を
追
加
。

　
議
案
第
45
号
　
国
民
健
康
保
険
病
院
事
業
会
計

　
補
正
予
算

　

収
益
的
収
支
の
収
入
支
出
既
決
予
定
額
に
変
更

は
無
く
、
収
入
支
出
の
総
額
は
５
億
２
千
７
６
０

万
円
の
ま
ま
で
あ
る
。

　

歳
出
で
は
、
出
張
医
師
賃
金
・
看
護
師
賃
金
及

び
医
業
費
経
費
で
１
千
６
７
２
万
円
、
患
者
外
給

食
材
料
費
30
万
円
を
追
加
し
、
手
当
７
７
２
万
円
、

薬
品
費
９
３
０
万
円
を
減
額
。

　
議
案
第
46
号
　
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正

　
予
算

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
額
に
そ
れ
ぞ
れ
４
０
４

万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
の
総
額
は
２
億
２
千

１
６
８
万
円
に
。

　

歳
出
で
は
、
介
護
給
付
費
負
担
金
国
・
道
返
還

金
３
６
８
万
円
、
地
域
支
援
事
業
交
付
金
の
精
算

に
よ
る
国
・
道
補
助
金
返
還
金
36
万
円
な
ど
を
追

加
。

　
議
案
第
47
号
　
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

　
て

　

中
頓
別
町
教
員
住
宅
宿
舎
新
築
工
事
に
つ
い
て
、

指
名
競
争
入
札
に
よ
り
細
谷
・
細
建
経
常
建
設
共

同
企
業
体
（
代
表
者　

細
谷
建
設
株
式
会
社
）
が

６
千
４
８
０
万
円
で
請
負
契
約
を
締
結
。

○○○○○

○

○

○

○○

議
決
さ
れ
た
議
案
等
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○

○

○○

○

○○

　

発
議
第
１
号　

林
業
・
木
材
産
業
の
成

　

長
産
業
化
に
向
け
た
施
策
の
充
実
・
強

　

化
を
求
め
る
意
見
書

　

山
村
地
域
を
中
心
と
す
る
雇
用
・
所
得

の
拡
大
に
よ
る
地
方
創
生
に
も
大
き
く
貢

献
す
る
林
業
・
木
材
産
業
の
振
興
を
図
る

た
め
、
森
林
整
備
事
業
及
び
治
山
事
業
の

財
源
を
十
分
か
つ
安
定
的
に
確
保
す
る
こ

と
な
ど
を
国
に
求
め
る
も
の
。

　

発
議
第
２
号　

経
由
引
取
税
の
課
税
免

　

除
特
例
措
置
の
継
続
を
求
め
る
意
見
書

　

軽
油
引
取
税
に
つ
い
て
は
、
道
路
の
使

用
に
直
接
関
連
し
な
い
機
械
等
に
使
わ
れ

る
軽
油
に
設
け
ら
れ
て
い
る
免
税
制
度
が
、

平
成
30
年
３
月
末
で
適
用
期
限
を
迎
え
る

こ
と
か
ら
、
地
域
経
済
を
支
え
て
い
る
産

業
の
衰
退
を
招
く
こ
と
の
な
い
よ
う
軽
油

引
取
税
の
課
税
免
除
措
置
を
継
続
す
る
よ

う
国
に
求
め
る
も
の
。

　

発
議
第
３
号
「
全
国
森
林
環
境
税
」
の

　

創
設
に
関
す
る
意
見
書

　

市
町
村
が
主
体
と
な
っ
て
実
施
す
る
森

林
整
備
等
に
必
要
な
財
源
に
充
て
る
た
め
、

個
人
住
民
税
均
等
割
の
枠
組
み
の
活
用
を

含
め
都
市
・
地
方
を
通
じ
て
国
民
に
等
し

く
負
担
を
求
め
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
「

全
国
森
林
環
境
税
」
の
制
度
創
設
の
実
現

を
国
に
求
め
る
も
の
。

以
下
は
報
告
案
件

　

報
告
第
４
号　

平
成
28
年
度
健
全
化
判

　

断
比
率
の
報
告

　

「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に

関
す
る
法
律
」
（
財
政
健
全
化
法
）
の
規

定
に
よ
り
、
監
査
委
員
の
意
見
を
付
し
て

議
会
に
報
告
す
る
と
と
も
に
住
民
に
公
表

さ
れ
る
も
の
で
す
。

①
実
質
赤
字
比
率　
　
　

算
定
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
基
準
15
％
）

②
連
結
実
質
赤
字
比
率　

算
定
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
基
準
20
％
）

③
実
質
公
債
費
比
率　
　

２
・
６
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
基
準
25
％
）

④
将
来
負
担
比
率　
　
　

算
定
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
基
準
350
％
）

【
監
査
委
員
の
審
査
意
見
】

　

実
質
公
債
費
比
率
は
平
成
22
年
度
か
ら

早
期
健
全
化
基
準
を
下
回
っ
て
い
る
が
、

今
後
と
も
公
債
費
比
率
の
逓
減
に
努
め
、

よ
り
一
層
財
政
の
健
全
化
を
図
ら
れ
た
い
。

　

報
告
第
５
号　

平
成
28
年
度
資
金
不
足

　

比
率
の
報
告

　

審
査
の
対
象
と
な
っ
た
病
院
、
水
道
、

下
水
道
会
計
の
資
金
不
足
比
率
（
基
準
20

％
）
は
、
い
ず
れ
も
算
定
さ
れ
な
い
。

　

町
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
２
議
案
を
審
査

し
、
原
案
可
決
し
ま
し
た
。

　

議
案
第
37
号　

特
別
職
の
職
員
の
給
与

等
に
関
す
る
条
例
の
改
正
（
一
部
改
正
）

　

新
年
度
に
入
り
「
国
民
健
康
保
険
税
」

の
賦
課
誤
り
、
軽
減
判
定
誤
り
及
び
普
通

交
付
税
基
礎
数
値
の
算
定
誤
り
等
が
発
覚

し
、
町
民
の
皆
様
に
多
大
な
ご
迷
惑
と
行

政
へ
の
信
用
を
失
墜
さ
せ
た
こ
と
に
対
し
、

特
別
職
の
給
与
月
額
の
１
０
０
分
の
10
の

減
給
を
１
か
月
間
実
施
す
る
も
の
。

　

議
案
第
38
号　

一
般
会
計
補
正
予
算

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
額
に
そ
れ
ぞ
れ

１
千
15
万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
の
総

額
は
34
億
３
千
８
１
６
万
円
に
。

　

二
酸
化
炭
素
排
出
抑
制
対
策
事
業
費
補

助
金
の
事
業
採
択
を
受
け
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
導
入
調
査
委
託
料
１
千
15
万
円

（
農
林
水
産
業
費
）
を
追
加
。

　

冒
頭
の
町
長
の
行
政
報
告
で
、
平
成
29

年
度
普
通
交
付
税
が
、
前
年
度
と
比
較
し

て
３
億
６
千
８
３
万
６
千
円
（
前
年
度
比

18
％
減
）
減
の
16
億
４
千
２
４
４
万
円
と

な
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

　

主
な
要
因
と
し
て
は
、
基
準
財
政
収
入

額
に
係
る
市
町
村
民
税
法
人
税
割
の
算
定

誤
り
に
よ
り
、
約
２
億
５
千
７
０
０
万
円

の
減
少
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の

ほ
か
に
も
、
基
準
財
政
需
要
額
で
公
債
費

の
減
に
伴
う
減
額
分
５
千
万
円
、
地
域
経

済
・
雇
用
対
策
費
５
千
万
円
と
交
付
税
額

を
約
１
億
円
減
少
さ
せ
て
い
る
。

　

今
回
過
少
と
な
っ
た
交
付
税
に
つ
い
て

は
、
翌
年
度
以
降
に
錯
誤
措
置
額
と
し
て

交
付
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
が
、
不
足
額

に
つ
い
て
は
、
財
政
調
整
基
金
の
取
り
崩

し
で
対
応
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
判
定

に
つ
い
て
、
全
国
統
一
の
標
準
シ
ス
テ
ム

の
賦
課
に
係
る
設
計
誤
り
が
確
認
さ
れ
、

そ
の
結
果
、
本
町
に
お
い
て
も
１
件
の
国

保
税
の
軽
減
判
定
誤
り
が
生
じ
た
も
の
で
、

早
急
に
シ
ス
テ
ム
の
改
善
を
図
る
と
と
も

に
、
対
象
者
に
対
し
深
く
お
詫
び
し
た
こ

と
が
報
告
さ
れ
た
。

第
２
回
臨
時
会
結
果
（
７
月
28
日
）

第
２
回
臨
時
会
結
果
（
７
月
28
日
）
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議
員
全
員
で
構
成
す
る
い
き
い
き
ふ
る
さ

と
常
任
委
員
会
（
東
海
林
繁
幸
委
員
長
）
で

は
、
道
内
先
進
地
視
察
研
修
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

期
間
は
７
月
13
日
か
ら
15
日
ま
で
の
３
日

間
で
、
６
次
産
業
化
の
取
組
み
に
つ
い
て
興

部
町
の
「
ノ
ー
ス
プ
レ
イ
ン
フ
ァ
ー
ム
株
式

会
社
」
（
代
表
取
締
役 

大
黒
宏
氏
）
、
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
の
活
用
に
つ
い
て
紋
別
市
の
「

紋
別
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
株
式
会
社
」
（
取
締

役
発
電
所
長 

川
崎
裕
仁
氏
）
と
足
寄
町
の
「

次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ー
ク
」
（
足
寄
町
経

済
課 

井
上
嘉
明
氏
）
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

酪
農
規
模
は
草
地
面
積
120 

ha
、
搾
乳
牛
60

頭
、
育
成
牛
50
頭
で
昭
和
63
年
12
月
に
乳
処

理
業
免
許
を
取
得
し
会
社
を
設
立
し
、
処
理

能
力
１
日
３
ｔ
の
ミ
ル
ク
プ
ラ
ン
ト
の
導
入

に
よ
り
、
地
域
の
牛
乳
を
地
域
で
消
費
す
る

仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
て
き
た
。
事
業
内
容

は
酪
農
業
の
他
、
牛
乳
、
乳
製
品
等
の
食
品

製
造
・
販
売
、
直
売
店
事
業
等
に
及
び
、
従

業
員
数
は
38
名
で
、
平
成
28
年
度
の
売
上
は

２
億
８
千
万
円
に
上
っ
て
い
る
。

　

事
業
取
組
み
の
き
っ
か
け
は
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
酪
農
を
見

て
、
こ
の
地
域
の
規
模
拡
大
に
夢
や
希
望
を

持
て
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
質
の
高
い
酪
農

製
品
の
開
発
の
取
組
み
を
目
指
し
、
食
を
通

し
て
地
域
と
の
繋
が
り
や
、
小
さ
な
農
業
の

可
能
性
の
追
求
を
継
続
し
、
精
力
的
に
事
業

展
開
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

現
在
は
、
北
海
道
大
学
の
敷
地
内
で
、
北

大
牛
乳
を
活
用
し
た
乳
製
品
の
レ
ス
ト
ラ
ン

や
マ
ル
シ
ェ
を
計
画
し
、
学
生
た
ち
と
北
海

道
の
質
の
高
い
製
品
の
開
発
を
進
め
て
い
る
。

　

中
頓
別
町
の
取
組
み
に
対
し
て
は
、
町
が

目
指
す
べ
き
方
向
と
イ
メ
ー
ジ
を
固
め
、
町

全
体
を
考
え
て
何
を
し
て
い
く
か
追
及
す
る

と
答
え
は
見
え
て
く
る
と
助
言
を
頂
い
た
。

　

構
内
に
は
「
紋
別
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
株
式

会
社
」
と
「
オ
ホ
ー
ツ
ク
バ
イ
オ
エ
ナ
ジ
ー

株
式
会
社
」
の
２
社
が
あ
り
、
前
者
が
発
電

事
業
を
後
者
が
木
質
チ
ッ
プ
の
供
給
を
担
っ

て
い
る
。

　

二
つ
の
会
社
の
事
業
母
体
は
、
住
友
林
業
、

住
友
共
同
電
力
の
共
同
出
資
に
よ
る
も
の
で
、

平
成
23
年
か
ら
既
に
神
奈
川
県
で
建
築
廃
材

等
の
木
質
チ
ッ
プ
を
利
用
す
る
都
市
型
の
火

力
発
電
事
業
を
開
始
し
て
い
る
。

　

火
力
発
電
設
備
は
出
力
５
０
，
０
０
０kw

で
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
（
注
①
）
を
利
用
し
た
電

力
の
販
売
を
行
っ
て
お
り
、
燃
料
は
木
質
チ

ッ
プ
と
Ｐ
Ｋ
Ｓ
（
注
②
）
と
石
炭
の
３
種
類

を
使
用
し
、
木
質
チ
ッ
プ
は
主
に
オ
ホ
ー
ツ

ク
圏
内
か
ら
、
間
伐
材
、
未
利
用
材
を
集
荷

し
、
チ
ッ
プ
に
加
工
し
て
発
電
所
に
供
給
し

て
い
る
が
、
Ｐ
Ｋ
Ｓ
は
東
南
ア
ジ
ア
で
栽
培

さ
れ
る
油
ヤ
シ
を
絞
っ
た
殻
の
部
分
を
輸
入

し
て
い
る
。

　

年
間
の
木
材
使
用
量
は
21
万
８
千
ｔ
に
上

り
、
全
体
の
熱
量
比
の
50
％
を
占
め
、
石
炭

が
30
％
、
Ｐ
Ｋ
Ｓ
が
20
％
と
な
っ
て
い
る
。

年
間
販
売
電
気
量
は
３
億
kwh
／
年
に
上
り
、

一
般
家
庭
６
万
５
千
世
帯
分
の
年
間
電
気
使

用
量
に
相
当
す
る
。
発
電
し
た
電
気
は
ト
ラ

ン
ス
で
６
万
６
千
ボ
ル
ト
ま
で
電
圧
を
上
げ
、

送
電
線
か
ら
北
海
道
電
力
に
送
ら
れ
て
い
る
。

ノ
ー
ス
プ
レ
イ
ン
フ
ァ
ー
ム
株
式
会
社

紋
別
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
株
式
会
社

ノースプレインファーム　ミルクホール

い
き
い
き
ふ
る
さ
と
常
任
委
員
会

先
進
地
視
察
研
修
報
告

ノ
ー
ス
プ
レ
イ
ン
フ
ァ
ー
ム

ミ
ル
ク
ホ
ー
ル
で
大
黒
社
長
と
懇
談

注
①　

Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
・
・
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
固
定
価
格
買
取
制
度
の
こ
と
。

種
類
に
よ
り
買
取
価
格
、
期
間
は
異
な

る
が
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の
場
合
20

年
間
高
い
価
格
で
買
い
取
っ
て
も
ら
え

る
。

注
②　

Ｐ
Ｋ
Ｓ
・
・
パ
ー
ム
椰
子
の
殻

の
部
分
で
、
パ
ー
ム
油
を
生
産
す
る
過

程
で
発
生
す
る
農
作
物
残
さ
廃
棄
物
の

こ
と
。
近
年
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

燃
料
と
し
て
固
定
価
格
買
取
制
度
の
対

象
と
な
っ
て
い
る
。



なかとんべつ町議会だより１９９号 ６

　

足
寄
町
は
、
循
環
型
森
林
資
源
の
実
現
を

目
指
し
、
町
有
林
の
カ
ラ
マ
ツ
材
を
活
用
し

た
庁
舎
建
設
に
取
り
組
み
、
地
域
材
の
利
用

に
よ
る
経
済
効
果
を
図
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

木
造
建
築
の
可
能
性
と
し
て
Ｃ
Ｌ
Ｔ
（
注
③
）

と
呼
ば
れ
る
材
料
が
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
耐

震
耐
火
性
能
は
飛
躍
的
に
向
上
し
た
た
め
中

大
規
模
建
築
を
可
能
に
し
て
い
る
。
足
寄
町

で
は
、
地
域
材
を
使
用
し
た
経
済
効
果
に
つ

い
て
試
算
し
、
直
接
効
果
で
１
億
２
千
万
円

程
度
、
更
に
波
及
効
果
を
見
た
場
合
１
億
５

千
万
円
か
ら
２
億
円
に
ま
で
広
が
る
可
能
性

も
あ
り
、
地
域
の
中
で
地
域
の
資
源
を
使
う

と
い
う
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
い
る
。

　

次
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
に
つ
い
て
、
当

時
、
林
地
残
材
の
発
生
に
対
し
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
取
組
ん
だ
民
間
事
業
者

が
「
と
か
ち
ペ
レ
ッ
ト
協
同
組
合
」
を
立
ち

上
げ
、
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
に
方
針
を
固
め

木
質
ペ
レ
ッ
ト
の
製
造
を
始
め
た
。
そ
こ
で
、

ペ
レ
ッ
ト
の
大
口
の
需
要
先
と
し
て
役
場
が

ペ
レ
ッ
ト
を
買
い
入
れ
る
よ
う
に
し
て
、
一

定
程
度
の
安
定
的
な
売
り
上
げ
が
確
保
で
き

る
経
営
基
盤
を
作
り
上
げ
、
年
間
約
６
５
０

ｔ
、
１
日
約
２
ｔ
を
生
産
し
、
個
人
ユ
ー
ザ

ー
に
も
販
売
し
て
い
く
戦
略
を
取
っ
て
い
る
。

生
産
量
の
う
ち
、
足
寄
町
役
場
と
消
防
庁
舎

の
ペ
レ
ッ
ト
ボ
イ
ラ
ー
で
年
間
２
５
０
ｔ
、

足
寄
町
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
で
１
０
０
ｔ
使
用

足
寄
町
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ー
ク

紋別バイオマス発電の仕組みと施設見学の様子

注
③　

Ｃ
Ｌ
Ｔ
・
・
板
の
層
を
各
層
で

互
い
に
直
行
す
る
よ
う
に
積
層
接
着
し

た
厚
型
パ
ネ
ル
の
こ
と
。
断
熱
性
や
遮

炎
性
、
耐
震
性
に
優
れ
る
。

し
て
お
り
、
６
割
弱
が
公
共
施
設
で
使
用
さ

れ
て
い
る
。

　

今
回
、
６
次
産
業
化
の
取
組
み
と
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
組
み
に
つ
い
て

３
カ
所
の
先
進
地
視
察
を
行
っ
た
が
、
結
果

と
し
て
、
将
来
の
地
場
産
業
の
在
り
方
を
ど

う
見
据
え
る
の
か
、
ま
た
、
こ
の
地
場
産
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
の
活
用
が
、
雇
用
の
場
や
収

入
を
創
り
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
繋
が
っ

て
い
く
も
の
で
あ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ

と
を
再
認
識
し
、
今
後
の
本
町
の
取
組
み
に

大
い
に
参
考
と
す
べ
き
も
の
と
な
っ
た
。足寄町経済課エネルギー担当

井上氏による概要説明

　議会は、町民の暮らしに直結する税や福祉などの身近な問題を議論する大切な
場です。
　議会では、議会だよりで情報の提供に努めていますが、町政の動きを定例会や
各種委員会を実際に傍聴し、自らの目と耳で知ることが大切です。
　次の定例会は、１２月に招集されます。日程は、議会だより臨時号などでお知
らせします。
　多くの町民のみなさまの傍聴をお待ち申しあげております。

議会を傍聴しましょう議会を傍聴しましょう
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質
　
問

●
町
内
自
治
会
の
再
編
成
を
進
め
て
は

　
町
内
の
少
子
高
齢
化
や
人
口
の
減
少
が
続
く
中
、

世
帯
数
も
減
少
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。
そ
れ

に
伴
い
、
町
内
全
自
治
会
の
約
半
数
が
50
世
帯
未

満
の
現
状
に
あ
り
、
将
来
自
治
会
を
維
持
す
る
こ

と
が
困
難
に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
自
治
会
も
あ
り

え
る
。

　
町
内
会
活
動
は
、
日
常
的
な
生
活
環
境
の
維
持

や
高
齢
者
・
子
ど
も
の
見
守
り
、
防
犯
・
防
災
活

動
な
ど
地
域
住
民
に
よ
る
相
互
扶
助
に
よ
り
支
え

ら
れ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
も
再
編
成
を
視
野
に

検
討
す
べ
き
と
考
え
る
が
町
長
の
所
見
を
伺
い
ま

す
。 細 

谷 

久 

雄 

議
員

答
　
弁
　
○
小
林
町
長

　
本
来
、
「
自
治
会
」
は
、
地
域
住
民
が
主
体
と

な
っ
て
組
織
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
基
本
的
に
は

行
政
が
介
入
す
る
こ
と
は
望
ま
し
い
も
の
で
は
な

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
町
内
会
活
動
は
、
ご
指
摘
の
と
お
り
日
常
的
な

取
り
組
み
に
よ
り
培
わ
れ
、
多
く
の
方
々
は
何
十

年
も
前
か
ら
そ
の
行
政
区
で
過
ご
し
て
き
て
い
ま

す
。
そ
う
し
た
方
々
が
ど
の
よ
う
に
思
い
、
考
え

て
お
ら
れ
る
か
を
見
極
め
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
、
自
治
会
連

合
会
の
中
で
「
自
治
会
再
編
」
に
関
す
る
議
論
を

行
っ
て
い
た
だ
き
、
ご
意
見
を
い
た
だ
く
な
ど
の

取
組
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

質
　
問

●
教
員
の
多
忙
対
策
に
つ
い
て

　
文
科
省
が
行
っ
た
教
員
の
勤
務
時
間
実
態
調
査

に
よ
る
と
、
小
・
中
学
校
の
教
員
の
勤
務
時
間
は
、

日
々
の
き
め
細
や
か
な
授
業
研
究
や
生
徒
の
指
導

に
多
く
の
時
間
を
費
や
し
、
「
過
労
死
ラ
イ
ン
」

を
は
る
か
に
超
え
、
危
険
水
位
に
入
っ
て
い
る
。

　
教
員
が
心
身
と
も
に
健
康
で
あ
っ
て
こ
そ
児
童

生
徒
に
笑
顔
で
接
し
、
効
果
の
あ
る
教
育
が
な
さ

れ
る
と
思
い
ま
す
。
熱
心
な
教
員
が
無
理
を
重
ね

た
結
果
、
病
気
休
職
に
至
る
と
い
う
の
で
は
、
本

人
に
と
っ
て
も
、
中
頓
別
町
の
教
育
全
体
に
と
っ

て
も
大
き
な
損
失
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
こ

で
、
中
頓
別
町
で
の
教
員
の
勤
務
時
間
の
実
態
は
、

ここが聞きたい、知りたい

私たちの一般質問私たちの一般質問私たちの一般質問私たちの一般質問

ま
た
、
教
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
に
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
教
育
長
に
伺
い
ま
す
。

答
　
弁
　
○
田
邊
教
育
長

　
教
職
員
の
長
時
間
労
働
に
つ
い
て
、
近
年
、
学

校
を
取
り
巻
く
環
境
が
複
雑
化
・
多
様
化
し
て
い

る
中
、
国
や
道
で
は
、
長
時
間
労
働
の
是
正
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
教
職
員
の
多
忙
化
に
つ
い

て
は
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
と
認
識

し
て
い
ま
す
。

　
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
道
教
委
か
ら
の
通
知

に
基
づ
き
、
小
中
学
校
に
指
導
助
言
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
教
職
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
は
、
管
理
職

員
に
よ
る
日
常
的
な
教
職
員
の
健
康
管
理
や
面
談
、

道
教
委
や
公
立
学
校
共
済
組
合
北
海
道
支
部
主
催

の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て
、
職

場
に
お
け
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
の
予
防
や
不

調
の
職
員
へ
の
早
期
対
応
な
ど
に
つ
い
て
研
修
し

て
い
ま
す
。



なかとんべつ町議会だより１９９号 ８

質
　
問

●
本
町
の
社
会
教
育
の
現
状
に
つ
い
て

　
社
会
教
育
活
動
は
町
づ
く
り
活
動
で
あ
る
。

こ
の
社
会
教
育
団
体
の
活
動
は
停
滞
し
て
い

る
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
現
状
を
憂
い
次
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

①
　
本
町
の
文
化
団
体
、
体
育
団
体
の
組
織

　
の
現
状
と
活
動
内
容
を
ど
う
評
価
し
て
い

　
ま
す
か
。

②
　
活
動
停
滞
の
背
景
に
少
子
化
、
高
齢
化

　
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
中
に
あ
っ
て
も
灯

　
り
を
消
さ
な
い
よ
う
頑
張
っ
て
活
動
し
て

　
い
る
各
種
社
会
教
育
団
体
へ
の
指
導
体
制
、

　
指
導
内
容
は
不
十
分
と
感
じ
る
が
、
教
育

　
行
政
を
行
う
も
の
と
し
て
こ
の
課
題
を
考

　
え
て
い
ま
す
か
。
一
番
の
課
題
は
何
で
し

　
ょ
う
か
。

答
　
弁
　
○
田
邊
教
育
長

①　

本
町
に
は
文
化
団
体
10
団
体
、
体
育
団

　

体
11
団
体
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
５
団
体
、

　

そ
の
他
ス
ポ
ー
ツ
愛
好
会
等
６
団
体
、
そ

　

の
他
教
育
関
連
団
体
３
団
体
が
あ
り
ま
す
。

　
　

そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
は
、
活
動
場
所
や
活

　

動
時
間
等
は
異
な
り
ま
す
が
、
会
員
は
少

　

な
く
て
も
そ
れ
ぞ
れ
活
発
に
活
動
し
て
い

　

ま
す
。

　
　

文
化
団
体
は
、
日
頃
の
活
動
の
成
果
を

　

町
民
文
化
祭
等
で
展
示
や
発
表
及
び
体
験

　

等
を
行
っ
て
文
化
の
振
興
に
寄
与
し
て
い

　

る
と
評
価
し
て
い
ま
す
。

　
　

体
育
団
体
は
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
等

　

を
開
催
し
、
競
技
力
の
向
上
や
普
及
啓
発

　

を
図
っ
て
い
る
と
評
価
し
て
い
ま
す
。

②　

ご
指
摘
は
真
摯
に
受
け
止
め
ま
す
。

　
　

社
会
教
育
団
体
、
特
に
文
化
団
体
は
会

　

員
の
高
齢
化
や
減
少
が
進
み
、
活
動
が
縮

　

小
傾
向
に
あ
る
こ
と
や
後
継
者
の
養
成
が

　

課
題
で
す
。

　
　

教
育
委
員
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
の

　

活
動
に
支
援
や
協
力
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

　

活
動
内
容
は
指
導
し
て
い
ま
せ
ん
。
そ
れ

　

ぞ
れ
の
団
体
に
は
、
造
詣
の
深
い
方
々
が

　

中
心
と
な
っ
て
活
動
し
て
お
り
、
運
営
を

　

担
っ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
　

現
状
の
改
善
は
、
若
い
人
の
参
加
を
求

　

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
を
活
性
化
し
継
承

　

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
ま
す
が
、

　

個
々
の
興
味
関
心
は
多
様
化
し
、
新
し
い

　

文
化
団
体
も
設
立
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

　

教
育
委
員
会
が
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
発
揮
す

　

る
の
か
、
団
体
の
自
主
性
を
尊
重
す
る
の

　

か
、
現
在
の
社
会
教
育
推
進
の
課
題
と
言

　

え
ま
す
。
ま
た
、
指
導
体
制
は
グ
ル
ー
プ

　

体
制
で
行
っ
て
お
り
、
社
会
教
育
の
専
門

　

性
に
も
課
題
が
あ
り
ま
す
。

質
　
問

●
イ
ベ
ン
ト
用
備
品
の
更
新
等
に
つ
い
て

　
先
日
の
夏
ま
つ
り
で
は
、
準
備
と
片
付
け

に
多
く
の
方
が
参
加
さ
れ
、
負
担
の
分
散
と

軽
減
が
図
ら
れ
た
と
感
じ
る
が
、
今
後
こ
れ

を
永
く
続
け
て
い
く
た
め
に
は
、
人
口
減
少

や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
意
識
な
ど
を
根
本
か
ら

共
有
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
ま
た
、
本
町
が
保
有
す
る
イ
ベ
ン
ト
用
具

は
、
出
し
入
れ
や
設
置
に
多
く
の
人
力
、
車

両
等
を
必
要
と
し
、
部
品
の
欠
損
も
目
立
っ

て
き
て
い
る
の
で
、
一
人
ひ
と
り
の
疲
労
が

大
き
く
な
ら
ぬ
よ
う
計
画
的
に
更
新
し
、
イ

ベ
ン
ト
振
興
に
つ
な
げ
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

答
　
弁
　
○
小
林
町
長

　

本
町
で
は
、
団
体
や
実
行
委
員
会
等
に
よ

る
イ
ベ
ン
ト
が
多
数
開
催
さ
れ
て
お
り
、
開

催
の
目
的
や
意
義
は
様
々
で
は
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
イ
ベ
ン
ト
が
特
徴
を
持
っ
て
開

催
さ
れ
て
い
る
と
理
解
し
て
い
る
の
で
、
今

後
も
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、

様
々
な
形
で
支
援
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
開
催

の
目
的
や
意
義
等
を
明
確
に
す
る
こ
と
に
よ

り
、
携
わ
っ
て
い
る
方
や
参
加
さ
れ
る
方
に

と
っ
て
も
よ
り
良
い
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
継
続

東
海
林 

繁 

幸 

議
員

宮 

崎 

泰 

宗 

議
員
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さ
れ
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、

主
催
す
る
団
体
や
実
行
委
員
会
の
な
か
で
協

議
を
深
め
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
用
具
に
つ
い
て
は
、
中
頓
別
町

観
光
協
会
が
管
理
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

老
朽
化
等
に
よ
り
使
用
不
能
な
備
品
等
も
あ

る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
の
で
、
今
後
観
光

協
会
等
と
協
議
し
な
が
ら
、
更
新
の
方
向
性

に
つ
い
て
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
　
問

●
長
寿
園
増
改
築
工
事
に
問
題
は
無
い
か

　

過
去
の
質
問
で
は
、
特
段
の
問
題
は
無
い

と
の
答
弁
で
あ
っ
た
が
、
既
存
の
屋
根
の
形

を
変
え
る
設
計
な
ど
が
遅
れ
て
い
て
、
工
事

の
停
滞
を
招
い
て
い
る
と
い
う
の
は
事
実
か
。

ま
た
、
総
額
約
８
億
円
と
さ
れ
る
工
事
契
約

額
が
シ
ョ
ー
ト
す
る
恐
れ
は
な
い
の
か
。

　

町
行
政
に
対
す
る
不
満
も
無
い
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
が
、
は
が
れ
た
壁
、
む
き
出
し
の

配
線
や
配
管
、
騒
音
の
中
で
の
生
活
に
利
用

者
は
も
ち
ろ
ん
、
家
族
、
職
員
も
ス
ト
レ
ス

を
抱
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

答
　
弁
　
○
小
林
町
長

　

長
寿
園
増
改
築
工
事
で
の
Ⅰ
期
工
事
は
、

計
画
ど
お
り
完
成
し
利
用
を
開
始
し
て
お
り
、

Ⅱ
期
工
事
に
つ
い
て
は
、
既
存
施
設
を
利
用

し
な
が
ら
工
事
を
進
め
て
い
る
が
、
特
に
工

程
の
遅
れ
等
は
生
じ
て
い
な
い
。
特
養
棟
の

屋
根
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
に
予
定
し
て
い

た
が
、
変
更
内
容
に
よ
っ
て
は
、
来
年
度
に

延
ば
し
て
施
工
す
る
こ
と
に
な
る
可
能
性
が

あ
り
、
現
在
方
法
等
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

て
間
も
な
く
方
向
性
を
ま
と
め
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

工
事
費
や
設
計
管
理
費
に
つ
い
て
は
、
屋

根
の
設
計
変
更
に
も
よ
る
が
、
現
時
点
で
は

債
務
負
担
行
為
で
議
決
さ
れ
た
８
億
円
の
範

囲
で
収
め
た
い
考
え
で
す
。

　

既
存
施
設
の
改
修
は
、
利
用
者
が
生
活
し

て
い
る
中
で
工
事
を
行
っ
て
い
る
た
め
、
利

用
者
及
び
家
族
、
職
員
の
皆
様
方
に
は
ご
不

便
を
か
け
て
い
る
が
、
出
来
る
だ
け
騒
音
・

粉
じ
ん
等
の
作
業
は
速
や
か
に
終
わ
ら
せ
る

よ
う
指
導
し
ま
す
。

　

本
工
事
は
、
平
成
27
年
度
設
計
業
務
、
平

成
28
年
度
に
増
築
部
の
建
設
、
平
成
29
年
度

に
既
存
施
設
の
改
修
、
平
成
30
年
度
に
は
既

存
管
理
棟
・
養
護
棟
の
増
改
築
及
び
外
構
工

事
を
行
う
工
程
と
な
っ
て
い
ま
す
。

質
　
問

●
交
付
税
の
算
定
ミ
ス
は
深
刻

　

普
通
交
付
税
の
今
年
度
交
付
額
が
確
定
し
、

中
頓
別
町
は
法
人
税
割
の
把
握
ミ
ス
で
、
交

付
額
が
大
き
く
減
額
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

不
名
誉
な
話
題
と
し
て
取
り
ざ
た
さ
れ
て
い

る
。
議
員
へ
の
説
明
、
新
聞
報
道
、
行
政
報

告
、
広
報
で
の
謝
罪
と
い
う
流
れ
で
あ
っ
た

が
、
知
ら
な
い
、
理
解
で
き
な
い
と
い
う
声

が
多
い
。

　

２
億
円
を
超
え
る
ミ
ス
は
、
地
方
交
付
税

法
で
想
定
す
る
錯
誤
（
思
い
違
い
）
の
レ
ベ

ル
を
逸
脱
し
て
い
る
と
思
う
。
ミ
ス
は
ど
の

よ
う
に
し
て
起
こ
っ
た
の
か
、
町
民
が
わ
か

る
よ
う
に
説
明
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

再
発
防
止
の
た
め
厳
然
た
る
処
分
、
大
規

模
な
人
事
異
動
も
必
要
で
は
な
い
か
。

答
　
弁
　
○
小
林
町
長

　

普
通
交
付
税
の
額
の
算
定
方
法
は
、
基
準

財
政
需
要
額
か
ら
基
準
財
政
収
入
額
を
差
し

引
き
し
て
財
源
不
足
額
に
よ
り
交
付
さ
れ
る

も
の
で
す
。

　

基
準
財
政
収
入
額
と
は
、
そ
の
年
に
町
の

収
入
と
し
て
納
入
さ
れ
る
見
込
み
額
と
し
て

町
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
等
の

税
金
や
地
方
譲
与
税
、
地
方
消
費
税
交
付
金

等
の
国
か
ら
配
分
さ
れ
る
交
付
金
等
に
よ
り

算
出
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
ケ
ー
ス
は
、
こ
の
基
準
財
政
収
入

額
の
算
定
に
お
い
て
、
町
民
税
の
中
の
法
人

税
割
額
の
算
定
に
誤
り
が
発
生
し
た
も
の
で
、

本
来
、
町
民
税
収
入
と
し
て
見
込
め
な
い
額

を
含
め
て
報
告
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

法
人
税
割
額
は
、
法
人
税
申
告
書
か
ら
転

記
し
て
積
算
す
る
が
、
そ
の
折
、
納
税
義
務

者
（
会
社
）
の
う
ち
中
頓
別
町
に
所
在
す
る

事
業
所
（
支
所
等
）
の
標
準
税
額
分
と
す
る

と
こ
ろ
を
、
全
社
分
の
数
値
を
用
い
て
積
算

し
た
こ
と
に
よ
り
、
町
の
収
入
額
が
本
来
よ

り
も
過
大
と
な
り
、
財
源
不
足
額
が
少
な
く

な
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
担
当
部
署
で

決
裁
し
て
い
る
が
、
誤
り
に
気
付
か
ず
報
告

し
て
し
ま
っ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
、
再
発
防
止
の
た
め
町
独
自
に
昨
年

度
数
値
を
確
認
で
き
る
比
較
表
を
作
成
す
る

と
と
も
に
、
財
政
担
当
部
署
の
合
議
を
受
け

て
チ
ェ
ッ
ク
体
制
を
よ
り
厳
重
に
行
う
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　

職
員
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
中
頓
別
町
職

員
懲
戒
処
分
等
の
基
準
要
綱
に
基
づ
き
当
事

者
と
監
督
者
に
対
し
て
「
訓
告
」
処
分
を
行

い
、
ま
た
、
全
て
の
職
員
に
対
し
て
各
業
務

に
お
け
る
ミ
ス
防
止
に
向
け
た
チ
ェ
ッ
ク
の

在
り
方
を
改
め
て
検
討
・
確
認
す
る
よ
う
申

し
伝
え
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
り
、
本
件
を

捉
え
て
の
人
事
異
動
を
行
う
考
え
は
現
段
階

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
議
員
が
町
づ
く
り

や
議
会
活
動
な
ど
に
つ
い
て
、
思
い
を
綴
る
も
の
で
す
。

議
員
だ
よ
り
〜
私
の
思
い
〜

質
　
問

●
普
通
交
付
税
算
定
の
国
へ
の
報
告
ミ
ス
に

　
つ
い
て

　

行
政
内
部
、
特
に
総
務
課
内
で
大
き
な
ミ

ス
が
頻
発
し
て
い
る
。
新
聞
報
道
で
総

務
課
長
を
兼
ね
る
副
町
長
は
「
再
発
防
止
の

た
め
に
チ
ェ
ッ
ク
体
制
を
強
化
し
た
い
」
と

答
え
て
い
る
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
方

策
を
と
る
の
か
。

　

ま
た
、
普
通
交
付
税
の
算
定
を
誤
っ
て
報

告
し
、
今
年
度
２
億
５
千
７
０
０
万
円
が
交

付
さ
れ
な
く
、
そ
の
穴
埋
め
に
財
政
調
整
基

金
を
取
り
崩
し
て
対
応
す
る
予
定
だ
が
、
一

年
間
の
２
億
５
千
７
０
０
万
円
の
利
息
は
い

く
ら
か
。

　

ま
た
、
誰
が
そ
れ
を
補
て
ん
す
る
の
か
。

答
　
弁
　
○
小
林
町
長

　

普
通
交
付
税
基
礎
数
値
報
告
に
係
る
再
発

防
止
策
と
し
て
、
基
準
財
政
収
入
額
及
び
需

要
額
と
も
、
前
年
度
数
値
、
今
年
度
報
告
数

値
、
増
減
額
、
率
、
増
減
率
が
大
き
い
場
合

の
そ
の
理
由
を
記
述
す
る
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト

を
作
成
し
、
必
ず
決
裁
に
添
付
し
複
数
職
員

で
記
載
の
数
値
の
確
認
を
徹
底
し
、
収
入
額

に
つ
い
て
は
、
財
政
担
当
部
署
の
合
議
を
受

け
る
。
ま
た
、
不
足
額
２
億
５
千
７
０
０
万

円
の
取
り
崩
し
額
に
係
る
利
息
額
を
算
出
す

る
と
、
現
在
の
利
率
（
年
利
０
．
０
１
５
％
）

で
は
年
利
額
は
約
３
万
９
千
円
と
な
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
内
部
管
理
経
費
の
節
減
を
徹
底

し
、
歳
出
の
抑
制
に
努
め
財
政
調
整
基
金
の

取
り
崩
し
額
の
縮
減
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

星 

川 

三
喜
男 

議
員

　スペースの都合上、審議した議案
や質疑・質問と答弁の内容を要約し
て載せています。
　会議の内容は、会議録に詳細に記
録されており、ご覧になりたい方は
議会事務局までお問い合わせくださ
い。

質疑・質問は
　要約されています
質疑・質問は
　要約されています
質疑・質問は
　要約されています

　

第
三
回
定
例
会
の
前
後
に
、
大
き
な
新
聞
報
道
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
行
政
運

営
の
初
歩
的
な
ミ
ス
続
き
で
、
町
民
か
ら
の
信
用
、
町
外
者
か
ら
の
苦
笑
い
で

地
に
落
ち
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

①
国
保
税
の
課
税
ミ
ス
に
よ
り
23
件
で
91
万
２
千
７
０
０
円
の
賦
課
漏
れ

　

②
普
通
交
付
税
の
申
請
ミ
ス
で
、
２
億
５
千
７
０
０
万
円
が
交
付
さ
れ
な
い

　

③
行
政
財
産
を
民
間
ア
パ
ー
ト
用
地
と
し
て
売
り
急
ぎ
、
地
方
自
治
法
違
反

　
　

の
愚
挙
と
報
道
さ
れ
た
の
は
、
議
会
終
了
後
の
こ
と

　

普
通
交
付
税
が
来
年
度
戻
っ
て
く
る
担
保
は
無
く
、
基
金
取
り
崩
し
に
よ
る

赤
字
会
計
転
落
の
危
機
が
迫
っ
て
い
ま
す
。

　

議
会
は
行
政
の
チ
ェ
ッ
ク
機
関
で
あ
り
、
追
認
機
関
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ト
ッ
プ
二
人
の
さ
さ
や
か
な
減
給
（
一
ヶ
月
分
10
％
）
の
カ
ッ
ト
で
は
地
に

落
ち
た
信
用
は
取
り
戻
せ
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
ミ
ス
続
き
で
は
政
治
職
と
し

て
の
資
質
が
問
わ
れ
ま
す
。

　

交
付
税
が
戻
る
ま
で
、
せ
め
て
毎
月
の
減
給
が
相
当
で
あ
る
し
、
さ
も
な
く

ば
辞
任
に
値
す
る
出
来
事
で
し
ょ
う
。

　

「
追
認
議
会
」
を
認
め
る
議
員
が
い
る
な
ら
、
同
罪
に
値
す
る
と
思
い
ま
す
。

た
る
ん
だ
行
政
が
繰
り
返
す
愚
挙
と
追
認
議
会
は
、
町
民
を
不
幸
に
す
る
ば
か

り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
綴
人　

星
川
三
喜
男
）

『
不
幸
を
招
く
行
政
の
ミ
ス
に
決
別
を
』
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一
般
会
計
は
じ
め
、
全
会
計
の
歳
出
総
額

（
表
１
）
で
52
億
６
百
万
円
に
の
ぼ
る
平
成

28
年
度
歳
入
・
歳
出
決
算
の
審
査
が
終
了
し

ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
決
算
規
模
は
、
前
年
度
に
比

べ
、
歳
入
で
３
億
６
千
７
百
万
円
、
歳
出
で

３
億
４
千
８
百
万
円
増
加
し
て
い
ま
す
。

地
方
交
付
税
は
、
平
成
27
年
度
の
22
億
５
千

５
百
万
円
か
ら
６
千
４
百
万
円
減
の
21
億
９

千
万
円
と
な
り
ま
し
た
が
、
一
般
会
計
の
歳

入
総
額
39
億
７
千
４
百
万
円
に
占
め
る
割
合

（
依
存
度
）
は
約
55
％
に
達
し
て
い
ま
す
。

　

実
質
公
債
費
比
率
は
前
年
度
４
・
８
％
か

ら
さ
ら
に
改
善
し
、
２
・
６
％
（
表
３
②
備

考
欄
）
ま
で
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
借
入
金
返
済
の
割
合
は
低
け
れ

ば
低
い
ほ
ど
良
く
、
町
の
収
入
の
半
分
以
上

を
占
め
る
た
め
、
将
来
の
不
測
の
財
政
負
担

に
備
え
、
今
後
も
行
財
政
改
革
を
進
め
、
比

率
を
低
下
さ
せ
る
努
力
を
続
け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

歳
入
で
は
町
税
、
使
用
料
等
の
収
入
未
済

（
滞
納
額
）
が
、
前
年
度
に
比
べ
54
万
円
減

少
し
て
お
り
、
不
納
欠
損
額
（
町
税
等
が
徴

収
不
能
と
判
断
さ
れ
た
金
額
）
が
51
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
の
基
金
で
は
、
財
政
調
整
基
金

を
は
じ
め
と
す
る
15
基
金
の
合
計
で
、
前
年

度
末
に
比
べ
２
億
３
千
百
万
円
と
大
幅
に
増

加
し
、
43
億
１
千
５
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

基
金
が
増
加
し
た
主
な
要
因
は
、
長
寿
園
施

設
改
修
拡
張
事
業
基
金
６
千
７
百
万
円
を
取

り
崩
し
て
い
る
が
、
公
共
施
設
整
備
等
基
金

１
億
円
、
地
域
活
性
化
基
金
７
千
４
百
万
円
、

未
来
を
担
う
こ
ど
も
の
健
全
育
成
と
教
育
の

基
金
９
百
万
円
、
地
方
創
生
基
金
１
億
１
千

２
百
万
が
増
え
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

町
全
体
の
公
債
費
の
借
入
（
元
金
）
残
高

（
表
２
）
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
施
設

整
備
助
成
事
業
に
３
億
６
百
万
円
を
借
り
入

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
平
成
28
年
度
借
入
額
が

７
億
１
千
３
百
万
円
と
な
り
、
償
還
額
が
５

億
２
千
８
百
万
円
、
こ
の
結
果
、
前
年
度
末

に
比
べ
１
億
８
千
５
百
万
円
増
え
、
48
億
６

千
７
百
万
円
に
な
り
、
町
民
一
人
当
り
約
２

７
５
万
円
の
借
金
額
は
前
年
度
と
比
較
し
約

15
万
円
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
は
、
前
年
度
に
比

べ
５
千
６
百
万
円
あ
ま
り
増
加
し
、
５
億
５

百
万
円
に
な
り
ま
し
た
。
国
民
健
康
保
険
事

業
会
計
の
医
療
給
付
費
の
増
に
よ
り
２
千
４

百
万
円
、
水
道
事
業
会
計
の
新
た
な
赤
字
補

て
ん
分
１
千
２
百
万
円
、
下
水
道
事
業
会
計

は
３
つ
の
下
水
道
事
業
計
画
策
定
業
務
委
託

分
と
し
て
１
千
百
万
円
、
国
民
健
康
保
険
病

院
が
８
百
万
円
増
額
と
な
っ
た
こ
と
が
要
因

で
す
。

　

特
別
会
計
の
運
営
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
収
入

に
よ
っ
て
支
出
を
賄
う
独
立
採
算
が
基
本
で

す
が
、
実
態
は
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
に

よ
っ
て
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
っ
て
い
る
大

変
厳
し
い
状
況
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
今
後

も
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

決
算
審
査
特
別
委
員
会
で
は
、
９
月
７
日

に
全
議
員
に
よ
る
審
査
を
行
い
、
認
定
第
１

号
一
般
会
計
か
ら
、
認
定
第
８
号
後
期
高
齢

者
医
療
事
業
特
別
会
計
ま
で
の
８
会
計
の
平

成
28
年
度
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
て
、
全
会

一
致
で
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

決
算
審
査
の
あ
ら
ま
し

　町の各会計の決算は、地方自治法の規定に基づき、監査委員の
意見を付して議会に提出され、認定の可否を決めるものです。
　議会は予算が適正に執行されていることを審査するとともに、
住民に代わって行政効果を検証します。
　第３回定例会では、全議員で構成する「決算審査特別委員会」
（佐藤奈緒委員長）が設置され、休会中に各会計決算を審査し、
平成２８年度の一般会計をはじめとする８会計すべての歳入・歳
出決算が認定されました。

平成2８年度　決算審査特別委員会平成2８年度　決算審査特別委員会

実
質
公
債
費
比
率
２･

６
％

基
金
残
高
15
件
、
43
億
１
千
５
百
万
円
に

全
会
計
決
算
を
認
定
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歳　入　額 歳　出　額 差　引　額

4,020,496,000 3,974,138,772 3,820,865,900 153,272,872 3,043,000

自動車学校事業特会 35,586,000 34,951,615 34,794,458 157,157

国民健康保険事業特会 297,830,000 303,424,357 296,370,906 7,053,451

水道事業特会 90,779,000 89,647,547 89,055,693 591,854

下水道事業特会 94,619,000 93,122,735 92,562,068 560,667

介護保険事業特会 231,330,000 234,747,866 218,456,583 16,291,283

後期高齢者事業特会 26,365,000 26,066,920 26,064,326 2,594

国保病院事業
（収益的収支） 553,953,000 533,968,124 515,017,534 18,950,590

（資本的収支） 105,148,000 104,212,000 112,921,526 ▲ 8,709,526

5,456,106,000 5,394,279,936 5,206,108,994 188,170,942 3,043,000

一　　般　　会　　計

特
別
会
計
・
公
営
企
業
会
計

合　　　計

（表-１）平成２８年度　一般会計及び特別会計の決算状況

(単位：円）

会　　計　　区　　分 予　算　額
決　　　　　算　　　　　額 翌年度へ繰越

すべき財源

  

区　　　分 平成27年度末 借入（発行）額 償還額 平成28年度末

一 般 会 計 3,651,609 681,667 448,142 3,885,134
水 道 事 業 特 別 会 計 452,618 32,088 420,530
下 水 道 事 業 特 別 会 計 514,179 39,490 474,689

国民健康保険病院事業会計 63,776 31,000 7,828 86,948

合　　　計 4,682,182 712,667 527,548 4,867,301

（表-２）公債（町債元金）借入残高の状況

（単位：千円）

（表-３） 財務指標（普通会計）

項　　　目 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 備　考

①経常収支比率 59.4 58.9 55.0 55.1
毎年経常的に収入される財源
のうち、経常的に支出される経
費の割合

②実質公債費比率
（単年度）

7.3 5.5 1.9 0.6

財政健全化法による実質公債
費比率は、この欄の平成26年
度～28年度の３ヵ年平均で算
出。平成28年度=2.6％

③実質公債費比率
（３ヵ年平均）

15.8 12.4 8.6 4.9

公債費負担適正化計画の実質
公債費比率は、②の平成25年
度～27年度の３ヵ年平均で算
出。平成28年度＝4.9％

④財政力指数 0.085 0.083 0.086 0.093
財政力の強弱を表す指標で、１
以上は普通交付税の不交付団

⑤標準財政規模 2,645,671 2,370,801 2,421,858 2,340,874
ある程度均衡の取れた行政
サービスを行うために必要な一
般財源の規模

⑥基準財政収入額 201,166 200,721 210,311 12,576 収入が見込まれる税金など

⑦基準財政需要額 2,473,763 2,215,388 2,267,493 2,217,680
一定の行政サービスを提供す
るために必要な財源

（単位：①～③％、⑤～⑦千円）

体

歳出総額５２億６１１万円歳出総額５２億６１１万円
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一 

般 

会 

計

　
星
川
委
員

　

昨
年
度
、
防
災
会
議
や
防
災
訓
練
を
実
施

し
て
い
な
い
理
由
は
何
か
。

　
野
露
総
務
課
参
事

　

過
去
の
防
災
訓
練
の
協
議
や
防
災
会
議
等

が
行
わ
れ
て
い
な
い
点
は
反
省
し
た
い
。

　

今
年
度
は
、
小
頓
別
地
区
で
土
砂
災
害
を

想
定
し
た
防
災
訓
練
を
予
定
し
て
い
る
。

　

今
年
度
か
ら
各
課
に
防
災
担
当
者
を
設
置

し
、
防
災
に
係
る
協
議
を
進
め
て
い
く
。

　

星
川
委
員

　

中
頓
別
町
で
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
シ
ス
テ
ム

は
ど
の
様
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
遠
藤
副
町
長

　

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
は
、
携
帯
電
話
を
所
有
す
る

方
に
は
自
動
的
に
配
信
さ
れ
る
が
、
町
民
全

体
に
は
知
ら
さ
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
な

い
。
今
後
、
自
治
会
と
の
協
力
も
必
要
な
こ

と
か
ら
、
街
頭
放
送
や
消
防
等
と
の
協
力
も

含
め
体
制
を
整
え
て
い
き
た
い
。

　

細
谷
委
員

　

有
害
鳥
獣
駆
除
に
つ
い
て
、
エ
ゾ
シ
カ
の

業
務
回
収
時
間
を
延
長
で
き
な
い
か
。

　
平
中
産
業
課
長

　

回
収
時
間
に
つ
い
て
、
28
年
度
は
12
時
ま

答 問答 問答 問

で
、
29
年
度
は
13
時
ま
で
と
見
直
し
て
き
て

い
る
。
時
期
的
に
日
没
も
早
く
な
る
た
め
回

収
作
業
も
困
難
に
な
る
が
、
今
後
施
設
運
営

者
と
狩
猟
者
と
協
議
し
な
が
ら
、
よ
り
良
い

方
法
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

細
谷
委
員

　

除
排
雪
作
業
に
つ
い
て
、
民
間
の
除
雪
業

者
が
交
差
点
に
堆
積
し
た
雪
を
、
町
が
除
排

雪
し
て
い
る
実
態
が
あ
る
。

　

民
間
業
者
の
堆
積
し
た
雪
は
、
業
者
自
ら

が
処
理
す
べ
き
と
思
う
が
、
今
年
度
の
除
雪

の
方
針
に
つ
い
て
伺
う
。

　

山
内
建
設
課
長

　

交
差
点
に
堆
積
さ
れ
た
雪
は
、
交
通
事
故

の
危
険
性
が
あ
る
た
め
処
理
し
て
い
る
。

　

交
差
点
に
限
ら
ず
町
有
地
に
堆
積
し
て
い

る
実
態
も
あ
る
た
め
、
指
摘
の
あ
っ
た
点
も

含
め
、
早
急
に
対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

　

宮
崎
委
員

　

賃
貸
住
宅
建
設
助
成
事
業
の
助
成
額
算
定

方
法
に
つ
い
て
、
補
助
が
節
約
で
き
る
よ
う

見
直
す
べ
き
で
な
い
か
。

　
山
内
建
設
課
長

　

こ
の
補
助
制
度
が
平
成
30
年
３
月
末
ま
で

な
の
で
、
今
後
事
業
を
継
続
す
る
場
合
、
補

助
の
内
容
の
見
直
し
を
検
討
し
た
い
。

　

宮
崎
委
員

　

工
事
費
を
も
と
に
補
助
額
を
算
出
し
て
い

る
の
で
資
料
を
提
出
し
て
ほ
し
い
。

　

あ
か
ね
団
地
が
建
っ
て
い
た
土
地
の
売
却

に
つ
い
て
、
行
政
財
産
か
ら
普
通
財
産
に
変

更
し
た
の
は
い
つ
か
。

答 問答 問問

　

山
内
建
設
課
長

　

工
事
費
の
資
料
と
行
政
財
産
の
手
続
き
に

関
し
て
は
、
調
査
し
て
後
程
報
告
す
る
。

　

宮
崎
委
員

　

住
宅
建
設
の
完
成
検
査
に
つ
い
て
、
年
度

内
に
完
了
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
検
査

の
方
法
は
適
切
で
あ
っ
た
か
。

　

山
内
建
設
課
長

　

工
事
の
開
始
が
遅
れ
、
年
度
末
の
完
成
と

な
っ
た
。
今
後
は
事
業
工
期
等
の
指
導
を
徹

底
し
、
検
査
基
準
等
を
整
理
し
た
い
。

　

宮
崎
委
員

　

郷
土
資
料
館
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
、
一

時
期
換
気
を
止
め
た
こ
と
で
臭
気
等
の
問
題

が
あ
っ
た
が
現
在
は
ど
う
か
。

　

工
藤
教
育
次
長

　

過
去
に
換
気
を
止
め
た
期
間
が
あ
っ
た
が
、

現
在
は
換
気
を
行
い
対
応
し
て
い
る
。

　

東
海
林
委
員

　

町
税
に
お
け
る
た
ば
こ
税
の
占
め
る
割
合

を
考
え
た
場
合
、
非
常
に
大
き
な
財
源
と
な

っ
て
い
る
。
例
え
ば
町
民
セ
ン
タ
ー
の
喫
煙

場
所
を
整
備
す
る
と
か
、
も
う
少
し
配
慮
を

検
討
で
き
な
い
か
。

　

小
林
町
長

　

喫
煙
家
の
気
持
ち
も
察
す
る
が
、
健
康
増

進
の
観
点
か
ら
受
動
喫
煙
の
防
止
に
向
け
た

対
策
の
流
れ
が
あ
る
。

　

そ
の
上
で
、
喫
煙
者
の
権
利
が
認
め
ら
れ

る
範
囲
で
対
策
を
講
じ
て
い
き
た
い
。

答 答問答 問答 問

　

宮
崎
委
員

　

民
間
ア
パ
ー
ト
の
工
事
費
の
資
料
と
行
政

財
産
の
土
地
の
手
続
き
の
件
は
ど
う
な
っ
た

か
。
本
来
す
べ
き
手
続
き
が
行
わ
れ
て
い
た

の
か
。

　

遠
藤
副
町
長

　

地
方
自
治
法
上
の
取
り
扱
い
に
関
し
て
と

い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
町
と
し
て
は
建
物
を

壊
し
た
段
階
で
将
来
的
に
活
用
す
る
計
画
が

無
い
こ
と
か
ら
普
通
財
産
と
し
て
の
認
識
で

あ
っ
た
。

　

契
約
と
売
買
内
容
に
関
し
て
は
何
ら
変
わ

る
こ
と
は
な
い
が
、
今
後
こ
う
い
っ
た
事
案

に
対
し
て
慎
重
に
取
り
扱
い
た
い
。

　

山
内
建
設
課
長

　

工
事
費
の
資
料
に
つ
い
て
は
内
容
を
整
理

し
、
後
日
提
出
し
た
い
。

答答 問

総
　
　
務
　
　
費

農 

林 

水 

産 

業 

費

総
　
括
　
質
　
疑

主 

な 

質 

疑

決
算
審
査
特
別
委
員
会

土
　
　
木
　
　
費

教
　
　
育
　
　
費

歳
　
　
　
　
　
入

①
緊
急
時
の
防
災
対
策
で
、
全
町
民
へ
の 

　

緊
急
通
報
の
方
法
及
び
緊
急
避
難
場
所

　

の
設
定
を
早
急
に
検
討
す
る
こ
と

②
完
成
検
査
の
在
り
方
に
つ
い
て
基
準
を

　

明
確
に
す
べ
き
、
ま
た
、
行
政
財
産
の

　

取
り
扱
い
に
つ
い
て
明
確
に
す
べ
き

③
た
ば
こ
税
の
活
用
に
関
し
、
受
動
喫
煙

　

対
策
と
し
て
分
煙
等
の
環
境
づ
く
り
に

　

配
慮
す
べ
き

決
算
審
査
特
別
委
員
会

審 

査 

意 

見



　

平
成
29
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
２

ヶ
月
あ
ま
り
と
な
り
、
一
年
間
の
流

れ
が
と
て
も
早
く
感
じ
て
お
り
、
今

年
も
長
い
冬
が
す
ぐ
そ
こ
ま
で
迫
っ

て
き
て
い
ま
す
ね
。

　

９
月
18
日
に
は
日
本
列
島
を
縦
断

し
た
台
風
18
号
で
す
が
、
当
町
に
も

ま
れ
に
見
る
暴
風
を
も
た
ら
し
ま
し

た
。
私
自
身
、
家
の
中
に
い
て
も
身

の
危
険
を
感
じ
る
ほ
ど
で
し
た
。
各

地
で
避
難
勧
告
や
避
難
指
示
が
出
さ

れ
、
台
風
の
猛
威
に
さ
ら
さ
れ
た
わ

け
で
す
が
、
自
然
の
猛
威
に
対
し
、

対
策
を
講
じ
て
い
な
け
れ
ば
人
間
は

無
力
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

今
回
の
台
風
で
も
、
見
回
り
に
行

っ
た
先
で
不
幸
な
事
故
に
遭
わ
れ
る

事
例
が
報
道
さ
れ
、
歩
行
中
で
の
転

倒
で
骨
折
さ
れ
た
方
も
お
ら
れ
ま
す
。

不
要
不
急
の
外
出
は
避
け
る
よ
う
に

と
何
度
も
放
送
さ
れ
て
い
て
も
事
故

は
無
く
な
り
ま
せ
ん
が
、
一
番
は
「

自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
」
と
言
う

こ
と
に
な
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

　

災
害
の
少
な
い
中
頓
別
に
お
い
て

も
、
い
つ
何
時
ど
ん
な
災
害
が
起
き

る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
し
、
今
後
も
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
も
し
も
の

時
の
３
日
間
の
食
料
と
水
は
確
保
す

べ
き
と
思
い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
大
人
一
日
の
飲
料
水
の

必
要
量
は
３
リ
ッ
ト
ル
で
す
。
蛇
口

を
ひ
ね
れ
ば
い
つ
で
も
新
鮮
な
水
が

出
て
く
る
「
命
の
水
」
が
必
要
の
無

い
平
穏
な
中
頓
別
を
こ
れ
か
ら
も
守

り
、
強
く
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
う
台
風
の
到
来
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会（
長
）

編
　
集
　
後
　
記

４日　北海道町村議会議員研修会（札幌市）
８日　陸上自衛隊名寄駐屯地創立64周年記念行事
11日　いきいきふるさと常任委員会所管事務調査
13日～15日
　　　いきいきふるさと常任委員会視察研修
　　　　　　　　　 （興部町、紋別市、足寄町）
28日　第２回臨時会

２日　２０１７Ｎ４５゜酪農祭
５日　中頓別町敬老会
６日～８日
　　　第３回定例会
　　　決算審査特別委員会
10日　町民親睦交流パークゴルフ大会
20日　長寿園敬老会

議会の動き
７月

５日　北緯45度夏まつり
６日　町内対抗スポーツフェスティバル
18日　楢原民之助氏追悼慰霊祭
　　　交通事故死亡者慰霊祭
　　　無縁故者法要
　　　議会運営委員会
22日　議会広報研修会（札幌市）
24日　議会運営委員会
30日　宗谷本線活性化推進フォーラム意見交換会

８月

９月

５日　議会広報編集特別委員会
８日　中頓別中学校学校祭
13日　議会広報編集特別委員会
15日　中頓別小学校学芸会

10月

なかとんべつ町議会だより１９９号 14

　７月４日、北海道町村議会議員研修会が札
幌コンベンションセンターで開催され、本町
からは全議員が参加しました。
　はじめに、慶應義塾大学経済学部教授 金子 
勝氏による「トランプ政権と日本経済～地域
経済への影響は？」と題した講演を聴講しま
した。アベノミクスへの厳しい見方が講演の
中で随所に聞かれました。終盤には若い人が
住める、住みたい地域にならなければならな
いこと。その為には、未来を担う人たちを大
切にし、投資することを提案されていました。
　次に日本放送協会解説副委員長　島田敏男
氏による「日本政治の昨日・今日・明日」と
題した講演を聴講しました。今回の都議選の
結果を受けて「都民ファースト」をあまり評
価しないと話されていました。安倍政権の現
状を分析し、政党支持率では無党派層が自民
党を上回っており、増加の傾向がみられるこ
と。自民党は今後どう展開するのか、民進党
と共産党はどう共闘できるのか。憲法改正で
は憲法９条の２項の自衛隊の存在明記はどう
するのか。「共謀罪」に対する賛成・反対へ
の時の変化など、解りやすくパワーポイント
を用いて説明されました。私たち議員にとっ
ても大変勉強になり、有意義な時間となりま
した。　　　　　　　（報告者：佐藤奈緒）

全道町村議会議員研修会報告

金
子
　
　
勝 

氏

島
田
　
敏
男 

氏


